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鳥取市にある亀井茲矩墓（鳥取市教育委員会提供）
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は
神
葬
祭
に
替
わ
っ
た
た
め
神
式
墓
で
あ

る
自
然
石
と
な
り
、
明
治
時
代
に
は
参
道

に
鳥
居
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

永
明
寺
も
史
跡
の
一
部
に

　

亀
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
永よ

う
め
い
じ

明
寺
が

史
跡
指
定
地
に
含
ま
れ
た
こ
と
も
重
要
で

す
。
永
明
寺
に
は
、
亀
井
家
の
御み

た
ま
ど
こ
ろ

霊
所
が

あ
り
、
そ
の
土
蔵
の
中
に
は
亀
井
家
初
代

で
あ
っ
た
亀
井
茲
矩
の
木
像
や
、
藩
主
亀

井
家
一
族
の
位
牌
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
藩
主
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
築
さ
れ

た
本
堂
や
庫く

り裏
は
津
和
野
藩
随
一
の
規
模

を
有
し
て
お
り
、
内
部
に
は
藩
の
お
抱
え

絵
師
が
描
い
た
板
絵
な
ど
多
く
の
美
術
工

芸
品
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
書

院
か
ら
望
む
こ
と
の
で
き
る
庭
園
も
優
れ

た
景
観
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

永
明
寺
墓
地
の
重
要
性

　

永
明
寺
境
内
地
に
は
、
歴
代
住
職
墓
地

や
、
亀
井
家
入
城
前
の
初
代
津
和
野
藩
主

で
あ
っ
た
坂
崎
直
盛
、
亀
井
家
の
一
族
で

あ
っ
た
高
崎
亀
井
家
、
家
老
で
あ
っ
た
多

胡
家
の
墓
地
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
高
崎
亀
井
家
墓
地
は
、
そ
の

当
主
墓
の
墓
石
の
変
遷
が
、
藩
主
墓
の
墓

石
の
変
遷
と
ほ
ぼ
同
様
の
型
式
変
遷
を
た

ど
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
乙
雄

山
に
あ
る
亀
井
家
墓
所
を
考
察
す
る
上
で

非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
ほ
ぼ
藩
主
墓
に
限
定
し
て
用

い
ら
れ
た
位
牌
型
墓
石
の
使
用
が
高
崎

亀
井
家
当
主
墓
に
は
認
め
ら
れ
る
な
ど
、

連れ
ん
し
か
く

枝
格（
藩
主
に
後
継
者
が
な
い
場
合
に
、

藩
主
格
と
な
る
家
柄
）
で
あ
っ
た
こ
と
を

反
映
し
た
墓
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
墓
地
の
墓
石
を
比
較
す
る

と
、
規
模
や
形
式
に
お
い
て
藩
主
墓
を
最

上
位
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
江
戸

時
代
の
身
分
序
列
を
示
す
も
の
と
し
て
貴

重
で
あ
る
こ
と
が
史
跡
指
定
の
理
由
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
？

　

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
後
は
、
そ

の
史
跡
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
以

降
に
は
有
識
者
等
に
よ
る
委
員
会
を

設
置
し
て
、
文
化
庁
・
県
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
保
存
活
用
計
画
を
策
定

し
、
今
後
の
修
理
等
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
亀
井
家
墓
所
や

永
明
寺
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
す

る
現
地
見
学
会
等
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
津
和
野

町
郷
土
館
で
は
、
永
明
寺
お
よ
び
亀

井
家
墓
所
に
関
す
る
特
別
展
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

指
定
に
い
た
る
ま
で

　

平
成
29
年
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
国

の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
史
跡
指
定
の
答

申
が
お
こ
な
わ
れ
、「
津
和
野
藩
主
亀
井

家
墓
所　

附
つ
け
た
り

亀
井
茲こ

れ
の
り矩
墓の

は
か」
が
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
文
化
庁
で
事
務
手
続
き
が

行
わ
れ
、
国
の
官
報
に
告
示
さ
れ
る
と
、

正
式
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
す
。

　

亀
井
家
入
城
４
０
０
年
の
記
念
事
業
を

実
施
し
て
き
た
平
成
29
年
度
中
に
、
津
和

野
藩
主
亀
井
家
に
関
わ
る
新
た
な
史
跡
が

指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
津
和
野
町
に

と
っ
て
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。

鳥
取
市
と
と
も
に
指
定
へ

　

こ
の
た
び
の
答
申
で
は
、
亀
井
家
の
初

代
で
あ
る
亀
井
茲
矩
の
墓
所
（
鳥
取
市
）

も
附
と
し
て
、
津
和
野
町
の
亀
井
家
墓
所

と
と
も
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

津
和
野
町
で
は
、
亀
井
家
の
旧
藩
領
で

あ
っ
た
鹿
野
町(

現
鳥
取
市)

と
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
今

回
の
鳥
取
市
と
の
史
跡
指
定
申
請
の
連
携

に
つ
な
が
り
、
史
跡
同
時
指
定
と
い
う
成

果
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

亀
井
家
墓
所
の
特
徴

　

亀
井
家
墓
所
は
、
Ｊ
Ｒ
津
和
野
駅
の
裏

側
付
近
の
通
称
「
乙お

と
お
や
ま

雄
山
」
と
呼
ば
れ
る

墓
地
の
最
高
所
に
あ
り
、
亀
井
家
の
津
和

野
入
城
以
降
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
亀
井

家
の
墓
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
和
野
藩
主
の
墓
石
は
、
次
の
よ
う
な

変
遷
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
初
代
藩
主

政ま
さ
の
り矩
墓
で
は
、
鳥
取
市
に
あ
る
初
代
茲
矩

墓
と
同
じ
尖

せ
ん
ち
ょ
う
ほ
う
ち
ゅ
う
が
た

頂
方
柱
型
の
墓
石
が
用
い
ら

れ
、
２
代
藩
主
以
降
に
お
い
て
、
他
藩
の

藩
主
墓
に
は
な
い
津
和
野
藩
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
位
牌
型
墓
石
が
創
出
さ
れ
ま
す
。
一
時

的
に
別
型
式
で
あ
る
唐か

ら
は
ふ

破
風
屋
根
付
方
柱

型
墓
石
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
主
に
位
牌
型
墓
石
が
藩
主
墓
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
す
。
11
代
藩
主
茲こ

れ
み監

以
降

祝祝

亀井家の菩提寺だった永明寺も史跡指定へ 亀井家墓所へと続く石段（乙雄山墓地）

津
和
野
町
郷
土
館
特
別
展

　
「
津
和
野
藩
主
亀
井
家
と
永
明
寺
」

■
第
1
期　

平
成
30
年
1
月
17
日(
水)

～
3
月
19
日(

月)

■
第
2
期
（
予
定
）　

平
成
30
年
3
月
21
日(

水)
～
5
月
14
日(

月)

津
和
野
町
郷
土
館
で
は
、
亀
井
家
墓

所
の
国
史
跡
指
定
を
記
念
し
て
特
別
展

を
行
い
ま
す
。

本
展
で
は
永
明
寺
に
残
さ
れ
た
書
画

や
古
文
書
な
ど
貴
重
な
歴
史
資
料
を
通

し
て
、
古
刹
永
明
寺
と
藩
主
亀
井
家
と

の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

亀井家が津和野城に入城して平成 29 年で 400 年となりました。その亀井
家の墓地がこのたび国の史跡に指定されることになり、今後その価値を損
なわないよう後世に伝えていかなければなりません。
[ 写真：町内亀井家墓所。ひときわ大きい左側２基が藩主の墓石。津和野
藩主オリジナルの位牌型墓石が用いられている。]
問合せ先：教育委員会文化財係 ☎ 72-0300

 JR 津和野駅▼

亀井家墓所
（乙雄山） ▼

永太院 ▼

永明寺▲

史跡位置図
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財務に係る数値目標と実績

区分
平成 28 年度

目標（プラン） 実績
経常収支比率※２ 102.3％ 100.5%

入院患者数 13,250 人 13,475 人
病床利用率※３ 72.6％ 74.0%

一日当たり入院単価 30,000 円 31,035 円
外来患者数 20,825 人 19,988 人

一日当たり外来単価 7,100 円 7,506 円
※２病院事業会計の経常費用に対する経常収益の割合。100％以上で黒

字。
※３病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床数

（休止病床除く）に対する延べ入院患者数の割合として算出。

町ホームページでも公開中
紙面上でお伝えできなかった詳細データや、各
会計の決算詳細等は町ホームページで公開して
います。ホームページ「町民向け情報」から「役
場の紹介」をクリックし、「決算・財政状況」の
項目に過去年度の決算報告等と併せて公開して
います。

津和野共存病院の平成 28 年度の経営状況について

92,696 円のご負担をいただきました

158 万円

51 万円

柔軟に使えるお金は全体の 9.3％

1 億 3,771 万円の収入

平成28年度会計決算についてお知らせします

平成 28 年度会計決算についてお知らせします

【問】総務財政課☎ 74-0028

平成 28年度の津和野町一般会計決算は歳入 95億 6,255 万 8千円に対し、歳出 94億 96万 2千円、残額 1
億 6,159 万 6千円となっています。実質公債比率は 10.9％と昨年度と変わらず、予算の硬直度を示す経常収
支比率は 90.7％と昨年比で 3.7％増加しています。
ここでは、平成 28年度の会計決算の概要についてお伝えしています。詳細等については町ホームページを
ご覧いただくか、担当課までお問合せ下さい。

■住民負担の概況　昨年度は町の皆さまからお一人あたり

■一人あたりの借金

■一人あたりの貯蓄

■財政分析数値

■使用料及び手数料

昨年度、皆さまからお支払いいただいた税金等の合計は 7 億 1,181 万 1 千円でした。この中には
個人（法人）町民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入湯税などが含まれます。

町が事業を行う際には起債（借金）をすることがあり、その借金は長い年数をかけて返済してい
くことになっています。平成 27 年度末時点の合計残高は 123 億 6,006 万 9 千円、一人あたり 157
万 7747 円となっています。

先の起債とは逆に町の貯金ともいえる各種基金の合計額は平成 28 年度末時点で 39 億 1,592 万
4 千円、町民一人あたりでは 50 万 9,952 円となりました。借金返済と貯金を優先するあまり、行
うべき事業が停止しないよう計画的なお金のやりくりが必要となります。

町の全体のお金の中で、人件費や先述した起債の返済金（公債費）など必ず支払わなけれ
ばならないお金が占める割合を示す経常収支比率は 90.7％で、昨年度から 3.7 ポイント増加
しています。この数値が 100％に近いほど、財政にゆとりが無いということになります。また、
収入にしめる負債（借金）の割合を示す実質公債比率は 10.9％となり、昨年から増減ありま
せん。

町有施設（体育館やセンター）などの使用料合計は 1 億 1,459 万円。住民票発行時等の各
種手数料合計は 2,312 万千円、２つを併せて合計１億 3,771 万千円となっています。

う、動けな
いッ

支払
うべ
きお
金

平成 28 年度の一般会計における歳入と歳出

地方交付税（45.9％）
45 億 5 千万円

国庫支出金（14.1％）
14 億円

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載しています。

町債（17.1％）
17 億円

町税（7.2％）
7 億 2 千万円

県支出金（5.5％）
5 億 5 千万円

その他（9.8％）
9 億 8 千万円 歳出歳入

平成 28 年度の病院事業については、医療法人橘井堂を指定

管理者として津和野共存病院の管理運営を行いました。利用

代行制により、診療報酬等は町の収入となり、指定管理者には、

人件費等の経費を診療報酬交付金として支払いました。収益

的収入の総額は、7 億 6,629 万 7,421 円、一方、収益的支出

の総額は 7 億 6,369 万 4,018 円でした。これにより、当年度

純利益は 260 万 3,403 円となりました。また、資本的収入の

総額 4,060 万 2,086 円に対して、資本的支出の総額は 7,822

万 9,469 円で差引き 3,762 万 7,383 円の資金不足が生じまし

た。この不足額は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

津和野共存病院は、町内唯一の入院施設として益田赤十字

病院をはじめとする益田圏域の各医療施設と連携し、急性期

から回復期、そして在宅診療等の機能を担っています。医師不足などから平成 25 年 12 月より夜間救急外来を閉診し

ていますが、開業時間においては可能な限り救急医療体制を維持しています。津和野共存病院で可能な内科系救急患者

の受け入れや、益田広域消防とも連携し電話でのトリアージ※１、益田圏域のみならず県外総合病院含めての転搬送な

ど地域の救急医療を行っています。また、一般病床２７床を地域包括ケア病床へ転換し、急性期へのアプローチのみな

らず町民の皆様が住み慣れた地域で生活するための在宅復帰支援を行っています。津和野町の指定管理者として地域医

療ニーズを広角的に捉え地域医療維持に一定の成果を認めています。

町ホームページ
「役場の紹介」から

決算・財政状況をクリック！

※１ 最善の治療を尽くすための優先順位の決定

94 億円
歳出

95 億 6 千万円
歳入

灰文字：目的別
黒文字：性質別

民生費（18.8％）
17 億 7 千万円

公債費（15.7％）
14 億 8 千万円

教育費（10.2％）
9 億 6 千万円

災害復旧費（9.6％）
9 億円　

衛生費（7.7％）
7 億 3 千万円

総務費（14.8％）
13 億 9 千万円

消防費（5.3％）
5 億円

その他（1.2％）
1億 1千万円

農林水産業費（4.9％）
4 億 6 千万円

商工費（5.1％）
4 億 8 千万円

土木費（6.7％）
6 億 2 千万円

積立金（1.4％）
1億3千万円

その他（1.3％）
1億2千万円

災害復旧事業費（9.6％）
9億円

補助費等（12.5％）
11億7千万円

人件費（13.5％）
12億7千万円

物件費（14.6％）
13億8千万円

公債費（15.7％）
14億8千万円

繰出金（8.1％）
7億6千万円

普通建設事業費（16.0％）
15億1千万円

扶助費（7.4％）
7億円
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津和野町人事行政の運営等の状況について

地方公務員法及び津和野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用、職員数、勤務時間等人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

津和野町人事行政の運営等の状況について

1. 職員の任免及び職員数に関する状況
(1) 職員数

区 分 職員数
（H28.4.1 現在）

H28.4.2~H29.4.1 職員数
（H29.4.1 現在）採用者数 退職者数

行 政 職 136 9 12 133

技 能 労 務 職 7 0 0 7

合 計 143 9 12 140

2. 職員の人事評価の状況
評 価 期 間　平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日
評価基準日　平成 29 年１月１日
評価対象者　参事・課長職・課長補佐級　（業績評価：参事・課長職のみ）
評 価 項 目　能力評価（評価項目ごとに定める着眼点に基づき、職務遂行の過程において発

　評 価 項 目　揮された職員の能力を客観的に評価する。）
評 価 項 目　業績評価（職員があらかじめ設定した業績目標の達成度その他目標以外の取組

　評 価 項 目　により、その業務上の業績を客観的に評価する。）

3. 職員の給与の状況
町職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には基本給としての給

料と扶養、住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（H29.1.1 現在）

歳出額 A
（千円）

実質収支
( 千円）

人件費 B
（千円）

人件費率
B/A

人件費率
（平成 27 年度）

28 年度 7,761 人 9,478,086 84,944 1,269,671 13.4％ 12.4％

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
A

給与費 一人当たり
給与費 B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

28 年度 127 人 475,362 千円 80,446 千円 186,219 千円 742,027 千円 5,843 千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は平成 28 年 4 月 1 日現在の人数です。

（3）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 29 年 4 月１日現在）

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
津 和 野 町 312,494 円 41.1 歳 349,229 円 46.9 歳

（4）職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分 津和野町 国

一般行政職
大学卒 178,200 円 178,200 円

高校卒 146,100 円 146,100 円

技能労務職 高校卒 143,500 円 －

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 260,267 円 345,650 円 380,500 円 －

高校卒 － － 357,300 円 385,933 円

技能労務職 高校卒 － － － 358,333 円

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
標準的な
職務内容

主事
技師

副主任主事
副主任技師

主任主事
主任技師

係長
主幹

課長補佐
企 画 員

課長
主査 参事

職員数 12 人 13 人 20 人 23 人 20 人 11 人 0 人

構成比 12.1％ 13.1％ 20.2％ 23.2％ 20.2％ 11.1％ 0.0％
※津和野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（7）職員手当の状況
○期末手当・勤勉手当（平成 28 年度）

区分 津和野町 島根県 国

1 人当たり平均支給額 1,466 千円 1,535 千円 ―

支給割合
期末手当

2.60 月分
（1.45）月分

2.40 月分
（1.25）月分

2.60 月分
（1.45）月分

勤勉手当
1.70 月分

（0.80）月分
1.55 月分

（0.85）月分
1.70 月分

（0.80）月分

加算措置の状況
※職制上の段階、職務の級

等による加算措置

役職加算 5~10% 5~20% 5~20%

管理職加算 ― 15~25% 10~25%

○退職手当（平成 29 年 4 月 1 日現在）

津和野町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　1~21%

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　2~45%

※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

【お問合せ先】総務財政課☎ 74-0028

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
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津和野町人事行政の運営等の状況について

（8）特別職の報酬の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分 給料月額等

給
料

町　長 657,000 円　（730,000 円）

副町長 553,500 円　（615,000 円）

教育長 504,000 円　（560,000 円）

報
酬

議　長 280,000 円

副議長 236,000 円

議　員 197,000 円

委員長 207,000 円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

　（平成 28 年度支給割合）
3.25 月分（役職加算 15%）

議　長
副議長
議　員
委員長

　（平成 28 年度支給割合）
3.35 月分（役職加算 10%）

退
職
手
当

（算定方式） （1 期の手当額） （支給時期）

町　長 730,000 円 × 在職年数 ×4.5 13,140,000 円 在任期間ごと

副町長 615,000 円 × 在職年数 ×2.7 6,642,000 円 在任期間ごと

教育長 560,000 円 × 在職年数 ×2.07 4,636,800 円 在任期間ごと

※給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※退職手当の「1 期の手当額」は、4 月 1 日現在の給料月額及び支給率に基づき、1 期（4 年）勤めた場合の見込額です。
※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

（9）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成 28 年 平成 29 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1

総務 33 32 △ 1 欠員不補充による減

税務 8 8

民生 28 28

衛生 9 10 1 業務増による増

農林水産 10 10

商工 7 7

土木 14 10 △ 4 事務の統廃合縮小による減

計 110 106 △ 4 参考：人口 1,000 人当たり職員数 13.7 人

教育部門 17 17

小計 127 123 △ 4 参考：人口 1,000 人当たり職員数 15.8 人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 3 3

水道 5 5

下水 1 2 1 業務増による増

その他 7 7

小計 16 17 1

合計 143[157] 140[157] △ 3 参考：人口 1,000 人当たり職員数 18.0 人
※職員数は一般職に属する職員数で、[    ] 内は条例定数の合計です。

○特殊勤務手当（平成 29 年 4 月 1 日現在）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価
各種徴収外勤従事手当 税徴収担当職員 税等の外勤徴収業務 日額 200 円
感染症防疫従事手当 衛生担当職員 感染症防疫業務 日額 500 円

○時間外勤務手当（平成 28 年度普通会計決算）

支給実績 37,037 千円
職員１人当たり平均支給年額 291 千円

○その他の手当（平成 29 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度 支給実績
（平成 28 年度）

支給職員 1 人当たり
平均支給年額

（平成 28 年度）

扶養手当

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1 人目は

11,000 円（満 16 歳から満 22 歳
までの子について 5,000 円加算）

左に同じ 13,435 千円 209,922 円

住居手当
月額 12,000 円を越える家賃を払っ
ている者。限度額 :27,000 円。

左に同じ 7,141 千円 216,394 円

通勤手当

・交通機関等利用
限度額 :55,000 円

・片道2km以上自動車利用
限度額 :30,000 円

自家用車等の通勤
距離区分及び加算
方法

16,085 千円 161,400 円

管理職手当
・参事　  35,400 円
・課長他  33,200 円
・主査　  19,800 円

役職に応じた支給 5,170 千円 397,692 円

管理職員特
別勤務手当

臨時又は緊急の必要その他の公務の
運営の必要により週休日又は休日に
勤務した管理職員に支給
支給額（勤務１回につき）
・参事、課長他　5,000 円
・主査　　　　　3,000 円
実務時間が 6 時間を超える場合
・参事、課長他　7,500 円
・主査　　　　　4,500 円

左に同じ 24 千円 24,000 円

宿日直手当 ・1 回につき 4,200 円 左に同じ 1,541 千円 14,538 円
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（10）年齢別職員構成の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分 20 歳
未満

20 歳
~

23 歳

24 歳
~

27 歳

28 歳
~

31 歳

32 歳
~

35 歳

36 歳
~

39 歳

40 歳
~

43 歳

44 歳
~

47 歳

48 歳
~

51 歳

52 歳
~

55 歳

56 歳
~

59 歳

60 歳
以上

職員数 0 人 7 人 10 人 22 人 12 人 17 人 20 人 15 人 15 人 7 人 15 人 0 人

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(1) 勤務時間

区分 勤務時間

勤務を要する曜日
毎週月曜日から金曜日までの週 5 日間（国民の祝日及び 12 月 30 日から 1 月
4 日を除く）

1 日当たりの勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで休憩時間を除く、実質 7 時間 45 分勤務

1 週間当たりの勤務時間 38 時間 45 分勤務（7 時間 45 分 ×5 日間）

年間総勤務時間 2,015 時間勤務（38 時間 45 分 ×52 週間）

(2) 休暇の概要
種類 概要

年次有給休暇
全職員に対し、1 年（暦年）につき 20 日間付与

（前年に未使用日数がある場合は、20 日を限度とし翌年に繰越し）

病
気
休
暇

公務上の疾病
職員が公務上負傷若しくは疾病し、又は通勤により負傷若しくは疾病にかかっ
た場合その療養期間中は病気休暇を与える。

その他の疾病
職員が私事による負傷又は疾病のため療養を要する場合は、引き続き 90 日を
超えない範囲内においてその療養に必要と認めた期間。ただし、結核性疾患の
場合にあっては、1 年以内の期間とすることができる。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等でかつ、職員と同居している者で負傷、
疾病等により 2 週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をす
るため、6 月の期間内において受けることができる。休暇期間中の給与は減額。

特別休暇
選挙権その他公民としての権利の行使、婚姻、出産、交通機関の事故その他の
特別の事由により職員が勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇。

(3) 職員の年次有給休暇の取得状況（平成 28 年 1 月 ~12 月）

総付与日数 A 総取得日数 B 全対象職員数 C 平均取得日数 B/C 消化率 B/A
5,266 日 1,285 日 143 人 9.0 日 24.4%

（4）特別休暇の種類（主なもの）

種類 付与日数
公民権行使休暇 必要と認める期間

結婚休暇 7 日以内（休日、勤務を要しない日を除く）

産前産後休暇 産前 8 週間（多胎妊娠の場合 14 週間）　産後 8 週間

保育時間
満 1 歳まで 1 日 2 回それぞれ 1 時間以内（やむを得ない場合は連続取得可）
満１歳から３歳まで１日 60 分以内

夏季休暇 7 月から 9 月までの間において 3 日以内

5. 職員の休業に関する状況
（1）育児休業の取得状況（平成 28 年度）

区分 男性 女性
新たに育児休業を取得した者 0 人 4 人

前年度から引き続いて取得している者 0 人 2 人

(2) 介護休暇の取得状況（平成 28 年度に新たに取得した職員）　　　0 人

6. 職員の分限及び懲戒処分の状況
(1) 分限処分者数（平成 28 年度）

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降級 合計

勤務実績がよくない場合
（地公法第 28 条第 1 項第 1 号）

0 0 0 0 0

心身の故障の場合
（地公法第 28 条第 1 項第 2 号）
（地公法第 28 条第 2 項第 1 号）

0 0 2 0 2

職に必要な適格性を欠く場合
（地公法第 28 条第 1 項第 3 号）

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合計 0 0 2 0 2

(2) 懲戒処分者数（平成 28 年度）

処分の種類
処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合（地公法第 29 条第 1 項第 1 号） 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合
（地公法第 29 条第 1 項第 2 号）

0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行の
あった場合（地公法第 29 条第 1 項第 3 号）

0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0

7. 職員の服務の状況
職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙

げてこれに専念しなければならないこととされています。この趣旨を具体的に実現するため、地方公務
員法によって、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、職務上知り得た秘密
を守る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限など、民間企業の勤労者と
は異なる職務上の強い制約が課せられています。

これらの服務規律を保持するため、懲戒制度が設けられており、その懲戒処分の状況は、６（２）の
とおりです。
8. 職員の退職管理の状況

平成 28 年４月１日施行の地方公務員法の改正により、退職管理の適正を確保するための措置を講ずる
こととされたことに伴い、職員の退職管理に関する条例及び規則を制定しました。平成 28 年度以降の退
職者（元職員）について、再就職情報の届出が義務付けられ、かつ、元職員（再就職者）による現職職
員への働きかけ（再就職先と町との間の契約等事務について職務に属する行為をする、またはしないよ
うに、要求又は依頼すること）が禁止されます。

(1) 職員（課長級以上）の再就職の状況
　平成 29 年４月１日における離職後２年間に再就職した元職員　

区　分
営利企業 営利企業以外の法人 再就職者

合計平成 27 年度
退職者

平成 28 年度
退職者 小計 平成 27 年度

退職者
平成 28 年度

退職者 小計

課長級以上 － 0 人 0 人 － 0 人 0 人 0 人

津和野町人事行政の運営等の状況について
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(2) 再任用等の状況
再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再び任用する制度です。なお、再任用職員には、一般の職員

と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時間の勤務をする短時間勤務職員があります。

職種 短時間勤務職員数 常時勤務職員数
一般行政職 1 人（1 人） 0 人（0 人）

技能労務職 0 人（0 人） 0 人（0 人）

計 1 人（1 人） 0 人（0 人）
平成 29 年 4 月１日現在。なお（　）内は、平成 28 年４月１日の状況です。

9. 職員の研修の状況
(1) 職員研修の状況（平成 28 年度）

研 修 区 分 受講者数 研修内容等

派 遣 研 修 137 人
新規採用職員研修、地域別新規採用職員等人権・同和問題研修、定住促進研修等
全国市町村国際文化研修所、島根県自治研修所等への派遣研修

庁 内 研 修 157 人 人事評価制度研修、メンタルヘルス研修等

合 　 計 294 人

10. 職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）安全衛生管理体制

区 分

総 括 安 全
衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安 全 衛 生

推 進 者 等 産 業 医 安 全 衛 生 委 員 会

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数 委員数

選任状況 1 1 1 9

（2）職員のための福利厚生活事業（平成 28 年度）

事業名 事業の概要・目的 決算額（千円）

労働安全衛生事務
職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、安全衛生委員会の
開催や産業医の設置等を行う。

１,584

健康診断事業
職員に対して、健康診断及び生活習慣病対策としての各種健康診断を
実施する。

2,086

互助会負担金
島根県市町村職員共済組合の互助会に加入し、災害見舞金やインフル
エンザ予防接種の助成金等の給付を実施する。

978

福利厚生費 職員が各種福利厚生事業を行うのに対し、補助金を交付する。 1,350

合計 5,998

（3）職員の健康診断の状況（平成 28 年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドッグ 64
定期健康診断 79

11. 職員の競争試験及び選考の状況 ( 平成 28 年度 )
（1）試験実施概要

職種 受験資格
試験日程 試験内容

受付期間 第 1 次
試験

第 2 次
試験 第 1 次試験 第 2 次試験

一般事務 ・昭和 61 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・高校卒業程度以上の
学力を有する人

平成 28 年
7 月 19 日～

　　　8 月 19 日

平成 28 年
9 月 18 日

平成 28 年
11 月 5 日

教養試験
事務適正検査

一般常識試験
論文試験
面接試験

土木
教養試験

事務適正検査
専門試験

保 育 士
・昭和 61 年 4 月 2 日

以降に生まれた人
教養試験

事務適正検査
専門試験

保 健 師

・保育士資格を有する
人（平成 29 年 3 月
末までに資格を取得
する見込みのある人
を含む）

一般事務
・昭和 51 年 4 月 2 日

以降に生まれた人

平成 28 年
12 月 22 日～

平成 29 年
1 月 20 日

平成 29 年 2 月 5 日

教養試験、事務適正検査
論文試験、面接試験

土　　木

・昭和 61 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・高校卒業程度以上の
学力を有する人

教養試験、事務適正検査
専門試験、論文試験、面接試験

保 育 士

・昭和 61 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・保育士資格を有する
人（平成 29 年 3 月
末までに資格を取得
する見込みのある人
を含む）

教養試験
事務適正検査

論文試験
面接試験

（2）試験実施結果（単位：人）
職種 採用予定人数 申込者数 受験者数 第 1 次試験合格者数 第 2 次試験合格者数 採用者数

一般事務 3 名 16 人 13 人 8 人 4 人 3 人

土　　木 1 名 － － － － －

保 育 士 1 名 3 人 3 人 － － －

保 健 師 1 名 3 人 3 人 2 人 1 人 1 人

一般事務 1 名 10 人 9 人 3 人 3 人

土　　木 1 名 － － － －

保 育 士 2 名 5 人 5 人 2 人 2 人

12. 勤務条件に関する措置の要求の状況
平成 28 年度中において公平委員会からの勧告はありませんでした。

13. 不利益処分に関する不服申立ての状況
平成 28 年度中において公平委員会からの是正の指示はありませんでした。
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金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday-

津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら

土 -Saturday-

なごみ

シルク

広報つわの 2017 年 12 月 14 日発行

27262524

31

20191817

10

3

11 12 13

654

◎行政相談
　心配ごと相談
　無料人権相談
（ふくせ/10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館/10:00~12:00）

◎文化財防火デー

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎/14:30~16:00）

◎食育の集い
（青原公民館/9:30~14:00）

◎行政相談
　明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）

◎無料法律相談
（ふくせ/13:00~16:00）

◎囲碁クラブ
（滝元枕瀬公民館/13:00~17:00）

◎写真教室
（日原公/9:30~11:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎ぴよぴよサロン
（青原公民館/10:00~13:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館/13:30~15:00）
◎かんがるー教室
（日原保育園/13:30~16:00）

◎かけ橋の会
（やまび/14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬/19:00~21:00）

◎水彩画教室
（日原公/9:30~11:30）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園/10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（木部公民館/10:30~11:30）
（畑迫公民館/13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェ
（プラサ枕瀬/13:30~15:30）

◎珈琲の会
（青原公民館/13:30~16:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬/14:00~15:00）

◎陶芸教室
（日原公/9:00~12:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬/10:00~11:30）
◎フォロー教室※１

（池河公民館/10:00~11:30）
◎読書会
（青原公民館/13:30~15:30）

◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）

◎断酒会
（まちせ/19:00~21:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎明るい生活相談
　無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）

◎囲碁クラブ
（滝元枕瀬公民館/13:00~17:00）

◎成人式
（津和野小学校/11:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎津和野図書館休館日

◎元気会※１

（やまび/10:00~11:30）
◎行政相談
　心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館/10:00~12:00）

◎さくら会※１

（須川公民館/13:30~15:00）
◎史談会
（まちせ/13:30~）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）

◎水彩画教室
（日原公/9:30~11:30）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※ 1

（まちせ/10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬/14:00~15:00）

※２ 家庭のあり方を見つめなお
し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

【当番医】 津和野共存病院

あなたの「働きたい」を応援します
サポートステーションは 15 歳から 39 歳までの働くこと
に不安や悩みを抱える若者の総合相談窓口です。出張セミ
ナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。
・出張相談会
　1 月 26 日（金）　11 時～ 13 時
　ハローワーク益田１階相談室
・出張セミナー
　1 月 26 日（金）　15 時～ 16 時
　益田市子ども・若者支援センター
■問い合わせ
しまね西部若者サポートステーション
　☎ 0855-22-6830

年始のお休み
　◇ 1/4 まで
　・津和野町役場
　・津和野図書館
　・日原図書館
　・津和野町郷土館
　・旧堀氏庭園
　・旧畑迫病院

平
成
29
年
11
月
11
日
、
津
和

野
高
校
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、

「
高
大
接
続 

萩
・
石
見
空
港
利

用
促
進
／
高
津
川
流
域
地
域
活

性
化
東
洋
大
学
・
津
和
野
高
校

チ
ー
ム
対
抗
政
策
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
（
以
下
、
コ
ン
ペ
）」
が

高
津
川
流
域
都
市
交
流
協
議
会

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ペ
は
、
津
和
野
高

校
２
・
３
年
生
7
人
と
東
洋
大

学
３
年
生
５
人
が
３
つ
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
各
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
発
表
す
る
と
い
う
も
の
。

同
年
７
月
に
初
め
て
顔
合
わ
せ

を
し
た
彼
ら
が
お
よ
そ
3
ヶ
月

の
期
間
、
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
を
用
い
て
連
絡
を
取
り

合
い
、
議
論
を
重
ね
、
今
回

の
発
表
に
い
た
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
の
テ
ー
マ

は
①
津
和
野
町
②
益
田
市

③
吉
賀
町
の
３
つ
。
審
査

の
結
果
、
萩
・
石
見
空
港

の
み
な
ら
ず
、
周
辺
市
町

や
山
口
宇
部
空
港
を
も
巻

き
込
ん
で
の
広
域
的
な
提

案
を
発
表
し
た
益
田
市
チ

ー
ム
に
軍
配
が
上
が
り
ま

し
た
。
東
洋
大
学
松
原
副

学
長
ら
の
講
評
で
は
、
ど

の
チ
ー
ム
も
す
ぐ
に
実
行
し
て

い
き
た
い
も
の
ば
か
り
で
あ

り
、
今
回
の
３
つ
の
発
表
を
組

み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
検
討

し
た
い
、
と
各
チ
ー
ム
に
対
し

ね
ぎ
ら
い
と
絶
賛
の
声
を
か
け

ま
し
た
。

高
津
川
流
域
都
市
交
流
協
議
会

と
は益

田
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀

町
か
ら
成
り
、
直
接
交
流
可
能

な
市
区
（
文
京
区
・
墨
田
区
・

川
崎
市
）
と
の
連
携
を
図
り
、

高
津
川
や
萩
・
石
見
空
港
等
を

絡
め
た
地
域
振
興
を
取
り
組
む

た
め
組
織
さ
れ
た
も
の
。

商工観光課☎ 72-0652
高校と大学が連携して地域活性化を検討・発表しました

発表を終えての集合写真

健康福祉課☎ 72-0673
平成 30 年度の新入園児を募集します

町
で
は
平
成
30
年
度
の
新
入

園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
施
設

・
津
和
野
幼
花
園

・
町
立
保
育
園
（
畑
迫
・
日
原
・

青
原
）

・
小
規
模
保
育
事
業
所
（
木
部

さ
と
や
ま
保
育
園
・
直
地
保

育
園
・
山
の
こ
ど
も
園
う
し

の
し
っ
ぽ
）
等

提
出
す
る
書
類

次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
書
類
は
健
康
福
祉
課
お
よ

び
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

①
支
給
認
定
申
請
書
・
保
育
園

等
入
園
申
込
書

②
就
労
（
内
定
）
証
明
書
も
し

く
は
保
育
の
利
用
に
関
す

る
証
明
書
（
就
労
以
外
）

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く

は
民
生
委
員
等
に
よ
る
証

明
と
な
り
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切

平
成
30
年
1
月
31
日
（
水
）

な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合

等
は
、
保
育
の
必
要
性
の
程
度

を
考
慮
し
て
利
用
調
整
を
し
ま

す
。

入
園
基
準

　

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・
就
労

・
妊
娠
・
出
産

・
疾
病
・
障
が
い

・
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動

・
就
学

・
育
児
休
業

・
社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

※
3
歳
以
上
児
で
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
が
、
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日公

日公

日公

日公

やま

やま

やま

やま

福セ

福セ

福セ

町セ
町セ

町セ

町セ
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町からのお知らせ

17　広報つわの

日 -Sunday-

日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略
字表記について

日原公民館日公

納期限は1月 31 日

1

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課･････････☎74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , キッズえい
かいわ，ヨガ教室，水彩画
教室，フラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、フォロー教室
※１ 地域運動推進員サロ
ン活動・研修会　地域包括
支援センター

	 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎090-9061-8012

平
成
25
年
7
月
28
日
に
発
生

し
た
島
根
県
と
山
口
県
を
中
心

と
す
る
大
雨
は
、
本
町
に
お
い
て

２
０
０
箇
所
を
超
え
る
土
砂
災

害
や
道
路
・
河
川
被
害
を
も
た
ら

し
、
被
害
額
は
90
億
円
を
超
え

ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
関
し
て
、
平
成

29
年
11
月
25
日
、
白
井
地
区
防

災
拠
点
施
設
内
に
防
災
祈
念
碑

を
建
立
し
、
津
和
野
町
主
催
に

よ
り
防
災
祈
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
を
追
悼
し
、
災
害

復
旧
事
業
等
に
関
す
る
意
義
の

継
承
、
さ
ら
な
る
防
災
安
全
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

防
災
行
政
無
線
の
整
備
や
集
落

間
を
結
ぶ
道
路
の
複
数
化
、
管

内
測
量
設
計
業
者
等
と
の
災
害

協
定
の
締
結
、
防
災
減
災
に
向

け
て
の
施
策
を
講
じ
る
と
も

に
、
住
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓

練
を
行
う
な
ど
、
災
害
発
生
時

に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
体
制

の
構
築
を
図
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

豪
雨
災
害
概
要

平
成
25
年
7
月
28
日
に
本
町

を
襲
っ
た
、
島
根
県
と
山
口
県

を
中
心
と
す
る
大
雨
は
、
気
象

台
発
表
の
「
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
事
の
な
い
大
雨
」
と
な
り
、

１
日
で
３
８
１
ミ
リ
と
い
う
観

測
史
上
最
大
の
雨
量
を
記
録
し

ま
し
た
。
こ
の
大
雨
に
よ
り
発

生
し
た
土
石
流
な
ど
の
影
響

で
、
家
屋
の
流
失
や
全
半
壊
な

ど
未
曾
有
の
大
打
撃
を
受
け
、

行
方
不
明
者
１
名
、
重
傷
者
１

名
、孤
立
集
落
４
集
落
の
ほ
か
、

１
８
５
９
世
帯
を
対
象
に
避
難

勧
告
を
出
す
な
ど
、
名
賀
地
区

を
は
じ
め
町
内
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
８
月
16
日
13
時

現
在
で
、
島
根
県
が
発
表

し
た
「
７
月
28
日
の
大
雨
に

よ
る
被
害
に
つ
い
て
（
最
終

報
）」
で
は
、
津
和
野
町
・
益

田
市
・
吉
賀
町
の
被
害
総
額

は
１
２
４
億
3
千
8
百
万
円

と
さ
れ
、
公
共
土
木
施
設
で

79
億
9
千
6
百
万
円
、
農
林
水

産
関
係
で
43
億
2
千
9
百
万

円
、
商
工
業
関
係
で
建
物
被
害

や
宿
泊
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど

の
影
響
に
よ
り
1
億
千
3
百
万

円
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

建設課☎ 74-0081
防災祈念式典を行いました

防災祈念碑除幕の様子

式典終了後、運転を再開したＳＬ「Ｄ 51」に旗を振りました 記念碑を眺める式典出席者

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 10期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 10 期
介護保険料・・第 10 期

23

16

98

15

22

302928

21

14

7

21

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館/13:30~15:00）
◎３B 体操
（まちせ/13:30~）

◎キッズえいかいわ
（日原小学校ミーティングルーム
/15:45~16:45）

◎こころの相談
（まちせ/14:00~16:00）

◎青原まちづくり映画会「ふた
りの桃源郷」
（青原公民館/上映時間90分
　①10:00②14:00③19:00）

◎第 103 回輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎森鷗外生誕記念講演会
（森鷗外記念館2階/14:00~15:30）

◎しまね家庭の日※ 2

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ/10:30~11:30）
（小川公民館/13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館/13:30~15:00)

◎育児・栄養相談
（日原保育園/10:00~11:30）

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館/10:00~11:30）

◎３B 体操
（まちせ/13:30~）

◎消防出初式
（日原中学校校庭/10:00~）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館/13:30~15:00)

◎なかよし体操中座※１

（中座会館/10:00~11:30)
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館/10:30~11:30）
（やまび/13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館/13:30~15:00)

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎育児・栄養相談
（まちせ/10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館/10:30~11:30）
（須川公民館/13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館/13:30~15:00)

【当番医】 小笠原医院

【当番医】 津和野共存病院 【当番医】 津和野共存病院

【当番医】 増野医院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】和﨑医院

【当番医】 栗栖医院

成人の日

日公

日公

日公

日公

やま

町セ

町セ町セ

町セ

町セ
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自
分
の
会
社
の
IT
化
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
事
業
者
へ

向
け
て
、
業
務
の
ど
の
部
分
か

ら
着
手
す
る
の
か
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
が
平
成
29
年
11
月
29
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

増
大
す
る
業
務
、
足
り
な
い

人
手
。
複
雑
化
す
る
業
務
の
効

率
化
や
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
に
一
役
買
う
IT
技
術
。『
業

務
の
IT
化
を
進
め
た
い
け
ど
、

ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
』『
社
内
に
詳

し
い
人
材
が
い
な
い
か
ら
難
し

い
』。
そ
う
お
考
え
の
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

事
業
所
の
業
務
を
整
理
し
、
IT

化
を
進
め
た
い
業
務
に
対
し

て
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
の
か
を
体
系
的

に
整
理
し
た
i
Ｃ
Ｄ
（
ア
イ

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
デ
ィ
ク
シ
ョ

ナ
リ
）
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
講
師
に
IT
分
野
の
人
材
育

成
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会

社N

ナ

ウ

ビ

レ

ッ

ジ

O
W

V
ILLA

G
E

代
表
の

今い
ま
む
ら村
充み

つ
ひ
ろ裕
さ
ん
を
招
き
、
最
新

の
IT
を
取
り
巻
く
現
状
や
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
予
想
、
i
Ｃ
Ｄ

に
つ
い
て
解
説
。
セ
ミ
ナ
ー
の

中
で
今
村
さ
ん
は
「
ま
ず
は
自

社
の
業
務
の
全
体
像
を
把
握
し

整
理
す
る
こ
と
が
大
切
。
IT
化

を
進
め
る
際
に
は
少
し
苦
労
が

必
要
だ
か
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

れ
ば
今
の
業
務
が
楽
に
な
る

し
、
販
路
拡
大
な
ど
収
益
改
善

へ
向
け
た
取
り
組
み
が
可
能
に

な
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

津
和
野
町
で
は
、「
IT
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
企
業
の
誘
致
、

教
育
学
習
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
興
味
の

あ
る
方
は
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
で
は
、
県
外
で
働
く

IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
を
対
象
と

し
た
UI
タ
ー
ン
転
職
フ
ェ
ア
を

東
京
と
大
阪
で
開
催
し
ま
す
。

県
内
IT
企
業
の
担
当
者
と
直
接

会
っ
て
話
が
聞
け
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
UI
タ
ー
ン
を
お
考
え

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
是
非
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
／
場
所

・
東
京
会
場

　

平
成
30
年
1
月
21
日（
日
）
　　

13
時
～
17
時

　

秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
４
Ｆ
「
Ｕ
Ｄ

Ｘ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

・
大
阪
会
場

　

平
成
30
年
1
月
27
日（
土
）
　　

13
時
～
17
時

　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館

　

Ｂ
２
Ｆ
「
コ
ン
グ
レ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

対
象
と
な
る
方

　

島
根
県
へ
の
UI
タ
ー
ン
転
職

を
考
え
て
い
る
方
。
情
報
収

集
の
み
も
歓
迎
！

申
し
込
み
先

　
「ITW

O
RK

S

＠
島
根
」
公

式
サ
イ
ト
よ
り
お
申
込
み

　
「ITW

O
RK

S

＠
島
根
」
で

検
索

そ
の
他

　

参
加
費
無
料
、
服
装
自
由
、

履
歴
書
不
要

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
産
業
振
興
課

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
６
２
０

第
68
回
近
県
学
校
音
楽
大
会
が

平
成
29
年
11
月
12
日
（
日
）、
津

和
野
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
根
・
山
口
両
県
か
ら
35
校
、

約
３
２
０
人
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

津
和
野
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
表

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
懸
命
に
発
表
す
る
姿

に
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
わ
き
起

こ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教育委員会☎ 72-1854つわの暮らし推進課☎ 74-0092
近県学校音楽大会が開催されましたGO 島根！ IT エンジニア転職フェアを開催！

映画「ふたりの桃源郷」上映会

■
上
映
日

　

平
成
30
年
1
月
21
日
（
日
）

■
上
映
開
始
時
間

　

①
10
時 

②
14
時 

③
19
時

　

※
開
場
は
上
映
開
始
30
分
前

　

※
上
映
時
間
90
分

■
入
場
料

　

町
民　
　
　

３
０
０
円

　

町
外
の
方　

５
４
０
円

青
原
地
域
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
・
青
原
公
民
館
の
共
催
事
業

に
よ
り
「
青
原
ま
ち
づ
く
り
映

画
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
ふ
た
り
の
桃
源
郷
」
は
、

山
口
県
の
あ
る
夫
婦
と
家
族
の

姿
を
追
い
続
け
た
作
品
で
す
。

夫
婦
と
は
、
家
族
と
は
？
誰
も

が
自
分
や
家
族
に
重
ね
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
25
年
間
の
貴
重
な

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
上
映
作
品

　
「
ふ
た
り
の
桃
源
郷
」

■
会
場　

青
原
公
民
館

青原公民館☎ 75-0039

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683
介護短歌のご紹介

元
気
よ
く
　
行
っ
て
き
ま
す
と
　
靴
を
は
き

　
　
　
　
　
　
　
む
か
え
の
人
は
　
や
さ
し
く
手
を
引
く

水
津
　
厚
夫
　
さ
ん

週
一
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
機
嫌
よ
く
家
を
出
て
い
く
の
も
、
迎
え
に
来
ら
れ
る
迎
え
の
運
転

手
さ
ん
の
や
さ
し
い
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
会社の IT 化  どこから手を付けたらいい！？

お知り合いのエンジニアの方にお声掛けください

※その他の結果については、町ホ
　ームページをご覧ください。津和野町内の出場者審査結果（優秀賞以上）

部門 賞 学校・学年・出演者名 曲目

小学校独奏 最優秀賞 日原小学校 6 年 竹内 翔琉 ピアノ ソナータ
第２番 第４楽章

高等学校独奏 優秀賞 津和野高等学校 2 年 石田 春月 ソナタ悲愴第二楽章

小学校合奏 最優秀賞
特別賞 木部小学校全校児童 18 名 八木節

小学校合唱
優秀賞 津和野小学校 5 年 15 名 友だちだから

優秀賞 青原小学校全校児童 26 名 世界がひとつになるまで

中学校合唱
最優秀賞 日原中学校全校生徒 59 名 マイバラード

優秀賞 津和野中学校 1・2 年 10 名 夢みたものは…（改訂版）

高等学校合唱 優秀賞 津和野高等学校 1・2 年 8 名 　　①庭の千草
　　②ロンドンデリーの歌

中学校重唱

最優秀賞
特別賞 津和野中学校 2 年 4 名 てぃんさぐぬ花

優秀賞 津和野中学校 3 年
糸賀 花実・　田 琴見 歌の翼に

高等学校重唱 最優秀賞 津和野高等学校 2 年
高杉 咲桜・桑原 結貴 Sull'aria（手紙の歌）

高等学校独唱
優秀賞 津和野高等学校 1 年 中島 緋音 CARO MIO BEN（愛しい女よ）

優秀賞 津和野高等学校 2 年 高杉 咲桜 O del mio amato ben
（ああ 愛する人の） 木部小学校の演奏の様子

講習を行う株式会社 NOWVILLAGE の今村代表

土
口
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総務財政課☎ 74-0028
平成 29 年度 津和野町表彰式が行われました

平
成
29
年
11
月
３
日
、
津
和

野
町
表
彰
式
が
町
立
日
原
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
そ
の
功
績
ま
た
は
善
行
が

顕
著
な
方
々
に
つ
い
て
、
毎
年

文
化
の
日
に
表
彰
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
式
典
で
は

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
９
名
の

方
々
と
１
団
体
へ
、
下
森
町
長

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。（
順
不
同
）

【
個
人
】　
　

  

竹
内 

精
一
さ
ん
（
青
原
）　　

社
会
教
育
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上

安
野 

明
夫
さ
ん
（
東
一
）　　

地
域
振
興
、
社
会
福
祉
の
向

上
徳
本 

静
夫
さ
ん
（
鷲
原
一
）

伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承

洗
川 

紀
子
さ
ん
（
栄
町
）　　

教
育
行
政
の
振
興

益
井 

よ
し
子
さ
ん
（
森
二
）

地
域
振
興
、
社
会
福
祉
の
向

上　
　
　

藤
井 

茂
治
さ
ん
（
左
鐙
東
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
社
会
福
祉

の
向
上

た
と
き
は
、
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
・
05
・

１
１
６
５
）
０
５
０
で
始
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は

（
03
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

に
て
、
電
話
に
よ
る
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。（
事
前
に
年
金
証
書

等
の
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

源
泉
徴
収
票
は
、
日
本
年

金
機
構
に
登
録
さ
れ
て
い
る

ご
本
人
の
住
所
宛
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。
電
話
に
よ
る
再

交
付
の
場
合
は
、
発
送
ま
で

2
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
急
ぎ
の
方
は
、
浜
田
年

金
事
務
所
（
０
８
５
５
・
22
・

０
６
７
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
来
訪
に
よ
り
ご
本
人
が
手

続
き
す
る
場
合
に
は
、
年
金
証

書
等
の
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
書
類
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方

が
手
続
き
す
る
場
合
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書

類
の
他
に
、
委
任
状
、
年
金
事

務
所
に
行
か
れ
る
方
の
本
人
確

認
の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
る
方

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
等
の
老
齢
・
退
職

年
金
は
、
所
得
税
法
で
「
雑
所

得
」
と
さ
れ
、
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
皆
様
に
、
平
成
29
年
分
と
し

て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等

を
お
知
ら
せ
す
る
『
平
成
29
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
お

送
り
し
ま
す
。

発
送
時
期
は

　

平
成
30
年
1
月
中
旬
か
ら
1

月
下
旬
に
か
け
て
順
次
発
送
す

る
予
定
で
す
。

確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
は

平
成
30
年
2
月
16
日
か
ら
3
月

15
日
で
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ

る
場
合
に
、
源
泉
徴
収
票
は
、

添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
と
き
は

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な

い
と
き
、
ま
た
は
紛
失
し

健康福祉課☎ 72-0651
公的年金の源泉徴収票が発送されます津和野町買い物支援センターが完成しました

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
津
和
野
出
身

の
画
家
伊い

と
う
そ
け
ん

藤
素
軒
や
脳
外
科
医

と
し
て
有
名
な
中な

か
た
み
ず
ほ

田
瑞
穂
な
ど

の
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

津
和
野
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ

り
な
が
ら
、
津
和
野
で
は
あ
ま

り
見
る
こ
と
の
な
い
作
品
の

数
々
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
29
年
12
月
13
日
～

　
　

平
成
30
年
3
月
19
日

※
町
民
無
料

衛
島
根
県
知
事
か
ら
賞
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤 

利
一
さ
ん
（
堤
田
）　　

農
林
業
の
振
興

岡
村 

省
さ
ん
（
野
口
）　　
　

社
会
福
祉
の
向
上
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興

岸
田 

朱
美
さ
ん
（
門
林
）　　

防
災
啓
発
、
地
域
振
興

【
団
体
】　
　

  

レ
デ
ィ
・
レ
ア
（
栄
町
）　　

社
会
福
祉
の
向
上

郷土館☎ 72-0300総務財政課☎ 74-0028
津和野町郷土館コレクション展島根県各種功労表彰

津
和
野
町
郷
土
館
で
は
、
現

在
「
喜き

た
む
ら
さ
と
る

多
村
知
と
津
和
野
の
画

家
た
ち
」展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

喜
多
村
知
（
１
９
０
７
～

１
９
９
７
）は
津
和
野
出
身
で
、

戦
前
か
ら
全
国
的
に
活
躍
し
た

洋
画
家
で
す
。
戦
時
中
に
は
津

和
野
に
疎
開
し
、
当
時
の
津
和

野
高
等
女
学
校
で
美
術
教
師
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
ち

ょ
う
ど
没
後
20
年
に
あ
た
り
、

島
根
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）

や
島
根
県
立
石
見
美
術
館
（
益

田
市
）
で
も
特
別
展
が
開
催
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

郷
土
館
で
も
こ
の
喜
多
村
知

の
絵
を
所
蔵
し
て
お
り
、
今
回

ま
と
め
て
初
公
開
し
ま
し
た
。

各
分
野
に
お
い
て
発
展
向
上

を
促
し
、
島
根
県
に
大
き
な
貢

献
が
あ
っ
た
方
を
島
根
県
知
事

が
表
彰
を
す
る
各
種
功
労
者
表
彰
。

平
成
29
年
度
の
表
彰
で
津
和

野
町
か
ら
町
議
会
議
員
な
ど
を

務
め
ら
れ
た
齋
藤
和
巳
さ
ん
が

地
方
自
治
の
分
野
で
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。表
彰
式
は
11
月
22
日
、

松
江
市
に
あ
る
サ
ン
ラ
ポ
ー
む

ら
く
も
で
行
わ
れ
、
溝
口
善
兵

町
で
は
買
い
物
・
見
守
り
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
日
原
駐
在
所
跡
地
に
「
津

和
野
町
買
い
物
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
整
備
し
、
平
成
29
年
11

月
22
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。買

い
物
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

集
落
支
援
員
及
び
臨
時
職
員
が

常
駐
し
、
同
年
11
月
27
日
か
ら

平
成
30
年
1
月
31
日
ま
で
の

間
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

IT
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
見
守

り
、
音
声
対
話
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
た
音

声
対
話
に
よ
る
暮
ら
し
リ
ズ
ム

ナ
ビ
の
実
証
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
後
サ
ー
ビ
ス
の
本
稼
働
に

向
け
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
誘
致

企
業
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
買
い
物
支

援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
等
を
維
持

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

津
和
野
町
買
い
物
支
援
セ
ン
タ
ー

・
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

   

☎
０
８
５
６
・
74
・
０
７
７
３

・
所
在
地

　

枕
瀬
２
１
８
番
地
10

・
面
積　

約
30
㎡

・
事
業
費

　

５
４
７
万
5
千
6
百
円

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

表彰式の様子喜多村知「ばら」

目印は買い物かごを持ったつわみんです 除幕式の様子

溝口県知事から表彰を受ける齋藤さん（右）
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広報つわの 2017 年 12 月 14 日発行

町からのお知らせ

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

税務住民課☎ 74-0059
住民基本台帳閲覧状況の公表について

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

１１月　１日（水）　つわのあいさつ運動
１１月　２日（木）　益田地区社会教育委員連絡協議会研修会「地域課題講座」
１１月１１日（土）　税に関する絵はがき・習字コンクール表彰式
１１月２３日（木）　やまぐちＳＬフェア２０１７
１１月２５日（土）・２６日（日）　
　ＳＬ「やまぐち」号　Ｄ５１復活運転・Ｃ５７との重連運転お出迎え・お見送り
　11月は、いよいよＳＬ「やまぐち」号にＤ
５１型蒸気機関車が復活したね～！つわみん
もしまねっこといっしょにお出迎えとお見送
りをしたんよ♪Ｃ５７との重連運転はぶちか
っこえかったわぁ～！みんなは見れたかな？
　月初めには、あいさつ運動にも参加して登
校中のみんなと会えてうれしかったわぁ！あ
いさつって、たくさんの人とふれあえるきっ
かけになる素敵な魔法と思うんじゃ♪つわみ
んも～っとみんなに会えたらうれしいな！

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

里にて開催された「わっしょい津和野特産まつ
り」にて、秋晴れの空の下、吹奏楽部5人と賛助
出演していただいた方々が演奏しました。温かい
拍手を送っていただいた地域のみなさま、ありが
とうございました！
　吹奏楽部部長：伊藤さんのコメント「11月は
１，２年生での初めての演奏会で、とても緊張し
ましたが、観客の方々が熱心に聴いてくださって
とてもうれしかったです。演奏会を通じ、個々の
技術の向上が実感でき、人前での発表にもちょっ
と慣れてきました。ただ、演奏の完成度にはまだ
まだ課題があることもわかっています。演奏会を
通じてもっと成長できるよう、そして地域の方々
に津和野高校吹奏楽部の演奏を楽しんでもらえる
よう、目標をたてて演奏会に向けて練習し、反省
するというサ
イクルを一人
ひとりが身に
着けられる活
動をしていき
たいです。」

　芸術活動がさかんな津和野町の秋冬、ツコウ生も
様々な地域のイベントに参加させていただきました。
第1回津和野地域文化芸術祭～文化芸術の祭典in
津和野2017　歴史・文化の力糧～【合唱部】
　11月4日（土）～5日（日）に開催された文化
芸術祭にて、合唱部が日ごろの練習の成果をステ
ージにて発表しました。
　合唱部部長：髙杉さんのコメント「私たちは、
11月4日に行われた芸術祭に出演させていただ
き、アイルランド民謡を2曲演奏しました。緊張
して思い通りの演奏ができず、課題がありました
が、部員全員お客さんに届ける気持ちで歌ったの
で、届いていたら嬉しいです。演奏が終わって鑑
賞もしました。伝統的な芸術を見ることができ、
知ることもできたので、とても貴重な経験となり
ました。」
わっしょい津和野特産まつり【吹奏楽部】
　11月11日（土）に道の駅津和野温泉なごみの

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

その他にも…
・11/ 1   T-space WEB サイトをプチリニューアル
・11/11 こだわりや調布市店で津和野産品をＰＲ
・11/21 高額津和野ツアー造成
・11/26 しまねＵ・Ｉターンフェア 2017 in 東京に参加

■ T-space って？
東京で津和野の魅力を発信する、小さなコミュニティースペース
です！ ( ▼詳しくは下記 URL、QR コードからご覧ください▼ )

11/3-4 日本三大芋煮会
　　　 TBS で開催 !!

11/1 文京区森鷗外記念館
５周年記念式典に参加！ 11/17-18 文京博覧会に参加！

11/26 津和野高校受験説明会開催

当該請求をした国又は地方公共団体の機関の名称

自衛隊島根地方協力本部

請求事由の概要

自衛官募集に伴う広報（根拠法令　自衛隊法第 97 条）

閲覧年月日

平成 29 年１月 18 日

請求に係る住民の範囲

平成 11 年４月２日から平成 12 年４月１日までの間に
生まれた日本人

市町村長は、毎年少なくとも 1 回、閲覧（犯罪捜
査等のための請求に係るものを除く。）の状況につ
いて、公表しなければならないと定められています。

消費生活に関するご相談は、役場税務住民課☎ 74-0059



在
宅
当
番
医
…
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わたや

駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 1 月 21 日（日）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 1 月 1 ～ 3 日（月～水）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 1 月 7 日（日）
増野医院

☎ 74-0053

■ 1 月 8 日（月・祝）
小笠原医院

☎ 79-2012

■ 1 月 28 日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

1
月
10
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

http://w
w

w
.m

asudahim
aw

ari.com

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
名

義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
ロ
ー
ン
の

返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
吉
賀
会
場
（
完
全
予
約
制
）

1
月
14
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
益
田
会
場

1
月
18
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

月・火・木
曜
日　

12
時
～
15
時
受
付

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

平
成
29
年
度
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き

学
園
学
園
説
明
会
の
お
知
ら
せ

幅
広
い
学
習
活
動
と
仲
間
づ
く
り
を
通

し
て
、
60
代
か
ら
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

応
援
す
る
「
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園
」

で
は
左
記
日
程
で
学
園
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
学
園
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
授
業
日
の

見
学
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
学
園

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
4
月
か
ら
入
学
を
希
望
す

る
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
の
方

1
月
16
日
（
火
）、
23
日
（
火
）

2
月
6
日
（
火
）、
23
日
（
金
）

西
部
校　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
野

原
町
１
８
２
６
ー
１
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
３
６

公
立
学
校
臨
時
的
任
用
教
員
等
の
募
集

平
成
30
年
度
に
県
内
の
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校

に
勤
務
す
る
常
勤
ま
た
は
非
常
勤
の

講
師
及
び
養
護
助
教
諭

■
資
格

①
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

②
特
別
支
援
学
校

盲
学
校
・
聾ろ

う

学
校
・
養
護
学
校
ま
た

は
特
別
支
援
学
校
の
普
通
免
許
状
を

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
14
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹
介
患

者
の
み
））

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

■ 1 月 14 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

所
有
し
、
か
つ
小
学
校
・
中
学
校
ま

た
は
高
等
学
校
の
普
通
免
許
状
を
所

有
し
て
い
る
こ
と

③
養
護
助
教
諭

養
護
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
所
有
し

て
い
る
こ
と

※
教
員
と
し
て
の
勤
務
経
験
は
不
問
。

出
願
方
法
等
、
詳
し
い
内
容
は
島
根

県
教
育
庁
学
校
企
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
1
月
5
日
（
金
）

島
根
県
教
育
庁
学
校
企
画
課

小
学
校
・
中
学
校

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
４
２
２

高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
４
１
１

h
ttp://w

w
w

.pref.sh
im

an
e.

lg.jp/gakkoukikaku/

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
や
、

は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
が
７
割
以

上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。
事
前
研
修
会
で
は

仲
間
作
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・
文
化

交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
等

■
研
修
国

イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ
ア

３
月
22
日（
木
）～
4
月
4
日（
水
）の

内
６
～
10
日
間 

※
コ
ー
ス
で
異
な
る

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３・６
４
１
７・９
７
２
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
着
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
小
林
カ
ツ
代
の
永
久
不
滅
レ
シ
ピ
１
０
１

小
林
カ
ツ
代
……
…
…

主
婦
の
友
社

▽
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
か
ら
身
を
守
れ
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宝
島
社

▽
ノ
ー
マ
ン
ズ
ラ
ン
ド

誉
田
哲
也
……
…
…
…
…
…

光
文
社

▽
墨
の
香

梶
よ
う
子
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
る
る
ぶ
情
報
版
'18
東
京　

……
…
…

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

▼
津
和
野
図
書
館

1
月
31
日
（
水
）
は
休
館
で
す
。

▽
錆
び
た
太
陽

恩
田
陸
……
…
…
…

朝
日
新
聞
出
版

▽
親
鸞
と
日
本
主
義

中
島
岳
志
……
…
…
…
…
…

新
潮
社

▽
ズ
ボ
ラ
農
業
入
門

M
atsu　

釋
永
……
…
…
…

風
詠
社

▽
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋　

銭
天
堂
４
～
８
巻

廣
嶋
玲
子
……
…
…
…
…
…

偕
成
社

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー

ス
ト
と
魔
法
の
使
い
の
旅

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ　

原
作

……
…
…
…

ワ
ー
ナ
ー
ブ
ラ
ザ
ー
ス

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
1
月
15
日
、

22
日
、
29
日
（
そ
の
他
未
定
）・
小
児

科
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
（
午
後
・

予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
第
1
・

3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来
診

療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子
宮

が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
1
月
17
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

津和野駅前で踊る日原奴保存会

真剣にホールポストに狙いを定めます

仕上げの総踊りは圧倒的な熱量を放ちました

グラウンドゴルフは交流と競争の場！
11 月 18 日、道の駅シルクウェイにちはらのグラウンド

ゴルフ場にて、第２回津和野町長杯グラウンドゴルフ大会が
開催されました。

この大会は、参加者にスポーツを通して体力の向上や健
康づくりをしてもらおうと役場が主催となり、昨年から開催
されています。今年の参加者はおよそ 130 名。霧雨が降り、
肌寒い気候の中でしたが、いたるところで歓声や笑い声が上
がっていました。

グラウンドゴルフは、ゴルフの要素を多く持つスポーツ
で、高い技術を必要としないことや、ルールの簡単さから幅
広い年代が楽しむことができる生涯スポーツとして津和野
町でも人気が高まっています。

よさこいで寒さを吹っ飛ばせ！
12 月 3 日の道の駅シルクウェイにちはらにおけるイル

ミネーション点灯式に併せて、島根・山口県内のよさこい
25 団体（およそ 350 名）が集結しました。

朝 10 時から順に踊り始めた彼らはイルミネーション点
灯の瞬間まで繰り返し踊り続けます。チームのみで踊るだ
けでなく、比較的簡単な振り付けで一緒になってできる「総
踊り」で参加を募るチームもあり、同じよさこいを楽しむ
同志としての連帯感が伝わってくるものでした。

参加者が多く、予定時刻の 18 時を越えて点灯したイル
ミネーション。点灯後に行った参加者全員での迫力の総踊
りは、多くの団体にとってその年の踊り納めとなりました。

町内奴行列３団体が揃い踏み
津和野には大名行列・天神行列を再現した奴道中が３つ

あります。平成 29 年の亀井家入城 400 年記念に、小川地
区、日原地区、青原地区のそれぞれの奴が 11 月 19 日の
小川地区の神事に併せて津和野の城下を練り歩きました。

３つの奴道中が一同にそろうのは、町内初。少し肌寒い
一日でしたが、　沿道で見守った人々も迫力ある伝統芸能
に大喜びでした。

健康づくりコラム

ＳＴＯＰ！脳卒中！！

【問い合わせ】

健康福祉課　☎ 72-0657



29　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　28



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

facebookモバイル スマートフォン広報つわの

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

□発行 / 津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54 番地 25
□編集 / つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002
□印刷 /（有）坂田印刷
□URL / http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成 29 年 11月末現在）

転出：9
死亡：8

転入：15
出生：2

男 3,530 人　女 4,096 人
人口：7,626 人世帯数：3,574

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2017 年 12 月 14 日発行

11
月
届
出
分

森も
り
も
と元　

彩あ
や
と仁	

10
・
22	

（
木
ノ
口
上
）

宮み
や
ざ
き崎　

颯そ
う	

11
・
18	

（
福
谷
）

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

広報つわのは広告主を
募集しています

基本サイズは縦４. ５cm× 横８. ５cm。
広告料は５千円（町外は８千円）となります。
同じページの隣り合う２つの枠は１枠の広告とすること
ができます。
その場合は１万円（町外は１万６千円）となります。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

11
月
届
出
分

村
上	

桂	

11
・
１（
須
川
元
郷
）	

85
歳

岡
﨑	　

夫	

11
・
2（
福
谷
）	

86
歳

長
安	

司	

11
・
7（
東
一
）	

85
歳

山
田		

11
・
17（
三
渡
曽
庭
）	

89
歳

藤
井	

照
正	

11
・
24（
野
口
）	

96
歳

中
島	

良
子	

11
・
26（
堤
田
）	

85
歳

村
上	

吉
茄	

11
・
29（
東
一
）	

86
歳

柳
井	

マ
ツ
子	

11
・
29（
本
郷
）	

94
歳


